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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月9日(2020.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータによって実現される方法であって、
　カラー画像データから深度データを予測するための統計モデルを定義するデータを記憶
するステップと、
　少なくとも１つの入力された両眼ステレオ画像ペアを用いて、
　　前記入力された両眼ステレオペアの各画像について、前記画像に適用されたときに他
の画像の再構築を可能にする対応する視差値を予測すること、及び
　　前記ステレオペアの各画像についての前記予測視差値の間の整合性を高めるコスト関
数に基づいて前記統計モデルを更新すること、
　によって訓練された前記統計モデルを用いて、入力された単一カラー画像から視差マッ
プを予測するステップと、
　前記視差マップに基づいて、前記入力された単一カラー画像の深度マップを生成するス
テップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記統計モデルは、前記ステレオペアの各画像について、前記対応する視差値に基づい
て投影視差値を計算することによってさらに訓練される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記投影視差値は、前記ステレオペアの一方の画像について第１画像の前記予測視差値
をサンプリングし、かつ前記サンプリングされたデータに他方の画像の前記予測視差値を
適用することで計算される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記コスト関数は、予測視差値間の整合性を高めるための視差整合性構成要素と、前記
ステレオペアの各画像に対して計算された投影視差値とを含む、請求項２または３に記載
の方法。
【請求項５】
　前記統計モデルは、前記ステレオペアの前記第１画像のサンプリングされた画像ピクセ
ルをずらすために前記対応する予測視差値を適用することで、前記ステレオペアの第２画
像を再構築することによってさらに訓練される、請求項１～４のいずれか一項に記載の方
法。
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【請求項６】
　前記サンプリングは、バイリニア補間を含む、請求項３または５に記載の方法。
【請求項７】
　前記コスト関数は、前記再構築画像と前記対応する入力画像との間の画像再構築誤差を
最小にするための再構築アピアランスマッチング構成要素をさらに含む、請求項５または
６に記載の方法。
【請求項８】
　前記コスト関数は、前記対応する予測視差値を局所的に平滑化するための平滑化構成要
素をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記コスト関数は、前記視差整合性構成要素、前記平滑化構成要素、及び前記再構築ア
ピアランスマッチング構成要素の重み付き和を実現する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記統計モデルは、各処理ノードが少なくとも一つの重み値を有する処理ノードの構造
化された配置を含む畳み込みニューラルネットワーク（convolutional neural network: 
CNN）を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記畳み込みニューラルネットワークは、前記コスト関数の逆伝播構成要素により訓練
される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記統計モデルは、
　　複数の空間解像度で前記入力画像データをアップサンプリング及びアップコンボリュ
ーションし、
　　各空間解像度で対応する視差値を予測することによってさらに訓練され、
　前記統計モデルは、前記ステレオペアの各画像に対する各空間解像度で前記予測視差値
間の整合性を高めるコスト関数に基づいて更新される、請求項１～１１のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記コスト関数は、前記空間解像度に応じて前記予測視差値間の整合性の重み付き強化
を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記両眼ステレオ画像ペアは、既知のカメラ焦点長を有しかつ既知の基線距離だけ離れ
ているそれぞれのカメラによって同時に撮像され、それによって前記予測視差値から対応
する深度データが計算される、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記両眼ステレオ画像ペアは、修正されかつ時間的にアラインされたステレオペアであ
る請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　デジタル画像は、前記画像を撮像した前記それぞれのカメラの属性を定義するメタデー
タで注釈付けされる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の方法を実行する手段を含む装置。
【請求項１８】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の方法を実行する手段を含むシステム。
【請求項１９】
　コンピュータシステムに請求項１～１６のいずれか一項に記載の方法を実行させるため
の機械読取可能な命令を記憶した記憶媒体。
【請求項２０】
　前記視差マップに基づいて、前記入力された単一カラー画像において合成オブジェクト
を生成するステップをさらに含み、
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　前記合成オブジェクトを含む前記入力された単一カラー画像は、デバイスの表示インタ
フェースに表示される、
　請求項１から１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　コンピュータによって実現される方法であって、
　カラー画像データから深度データを予測するための統計モデルを定義するデータを記憶
するステップと、
　少なくとも１つの入力された両眼ステレオ画像ペアを用いた前記統計モデルの訓練を、
　　前記入力された両眼ステレオペアの各画像について、前記画像に適用されたときに他
の画像の再構築を可能にする対応する視差値を予測すること、及び
　　前記ステレオペアの各画像についての前記予測視差値の間の整合性を高めるコスト関
数に基づいて前記統計モデルを更新すること、
　によって行うステップと、を含み、
　前記訓練された統計モデルは、入力された単一カラー画像から視差マップを予測するよ
うに構成され、前記視差マップは、デバイスの表示インタフェースでの表示のための、前
記入力された単一カラー画像における合成オブジェクトの生成に使用される、方法。
【請求項２２】
　前記統計モデルは、前記ステレオペアの前記第１画像のサンプリングされた画像ピクセ
ルをずらすために前記対応する予測視差値を適用することで、前記ステレオペアの第２画
像を再構築することによってさらに訓練される、請求項２１に記載の方法。
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